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東京会会長

小山内 光雄

●新年を迎えて
コロナも5類に分類され脱皮の兆しが見えて来ま
した。インバウンドも押し寄せて、巷には海外から
の旅行者が目につくようになり、日本経済の後押し
となってくれるような新年と期待もしつつ国内の格
差解消に目を向けていきたいと思います。

●今年の本会に期待すること
5委員会の活動の成果が会員拡大に結びついてい

くので知恵を出し合い、提案し、それをもとに営業
職員の活動が生き生きと展開されることを期待しま
す。
●次期統一研修会に向けた意気込み
本年の全国統一研修会は11月14日にTOKYOで開
催されます。都内に限らず多種多様な魅力が詰まっ
ている神奈川県、千葉県、山梨県も関われたらいい
かと欲張りな構想を描いておりますが、準備委員会
の皆様と一致団結してその日を迎えたいと思ってお
ります。

会員増強
2024年のキーワード

ミロク会計人会連合会 会長

植田 卓

●新年を迎えて
インボイス制度が昨年10月1日から実施されまし
た。インボイス制度とはどういうものかということ
は理解されてきたと思うのですが、具体的にどうす
ればよいのかという関与先からの様々な次元の問い
に対しては、「ん?」となることも少なくなく、これ
はもう実務を通じてケーススタディを丹念に繰り返
していくしかないと思われます。

●今年の本会に期待すること
ミロク会計人会は、基本的にMJSのユーザーであ
る税理士・公認会計士で構成されています。MJSから
は様々なシステムが提供されていますが、当然その
情報が会員に十分に伝わり理解されなければなりま
せん。MJSとの連携をより強めていきたいと考えてい
ます。
●本年秋の統一研修会に向けた意気込み
本年の全国統一研修会は、11月14日に東京ミロ

ク会計人会が担当して東京で開催いたします。ミロ
ク会計人会は、税理士会と同じように、全国で活動
する各単位会の会計人会と包括するミロク会計人会
連合会とで構成されています。全国統一研修会は、
普段は各地域で活躍する会員が一堂に会する唯一の
機会です。ぜひ皆さまのご参加をお待ちしております。

実務に使えて
ホンモノ

2024年のキーワード

2024年、新しい年を迎えました。ミロク会計人会の役員の先生方に、新年を迎えての抱負や
会員の皆様へのメッセージなどをご寄稿いただきました。

役員メッセージミ ロ ク
会計人会
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Executive M
essage 2024

●今年の抱負
北海道会会長として：引き続き悲願

である「実務上の質疑応答事例のデー
タベース化」の実現に努める。
個人として：娘（8）と息子（5）の
旺盛な好奇心に全力で応え、世の中は
自分次第で楽しいことだらけであるこ
とを実感させる。
●会員に向けてのメッセージ
真摯な作り手であっても（あるいは

むしろそうであるからこそ）、使い手の
視点になることは難しいものなのだなと
改めて実感した1年でした。MJSシステム
改善のための「愛を込めた、どぎつい提
言」をし続ける北海道会でありたいと考
えております。

●今年の抱負
昨年は全国統一研修会開催の翌年で

落ち着いた1年でした。今年はコロナも
おさまっていることですし、新年会・
総会・研修会などへのMJSユーザーの
参加を募っていきます。そしてミロク
会計人会への積極的な勧誘をして会員
増を目指します。
●会員に向けてのメッセージ
会員事務所が存続・発展していくに

は、インボイス制度と改正電子帳簿保
存法への顧問先の規模・能力に応じた
対応、事務所自体のICT化の推進が必要
です。MJSのシステムは機能改良で皆様
の要望に応えています。ぜひ一度、問
い合わせしてください。

●今年の抱負
インボイス制度導入に続き、本年から電子
帳簿保存法の改正など急速に税を取り巻く環
境のデジタル化が進行しています。さらには、
事業承継問題を抱える中小事業者も多く、各
方面にわたる情報提供を期待されていると思
われ、日々情報収集に邁進したいと思います。
●会員に向けてのメッセージ
各県別のミロクユーザーの集いが会員の皆
様の交流の場となり、各会員事務所の取り組
みの共有や、情報交換など有意義な時間であ
ったと思います。
今後も会員の皆様に有益な情報の提供や研
修を開催し、多くの会員の皆様に参加してい
ただけるよう努力致しますので、会計人会に
対して様々なご意見をお聞かせくださいます
ようお願い申し上げます。

●今年の抱負
改正電子帳簿保存法がスタートしま

した。顧問先の状況に応じた情報提供
が必要と考えます。インボイス制度と
同様、特に小規模事業者に対する適切
な指導を徹底したいと思います。相続
時精算課税制度の改正による顧問先の
意向調査を実施したいです。
●会員に向けてのメッセージ
関東信越会では会員の増強を最重要

課題としております。
2023年では、過去最高となり、各

種行事への参加者も増加しております。
こうした機会での各会員間における情
報交換が大切です。ミロク会計人会と
MJSのさらなる発展のため!!

●今年の抱負
我々の関与先である中小企業の経営は、事
業承継・人材の確保など多くの課題が山積し
ております。望むらくは、全業種に通じる
「企業の稼ぎの指標システム」が考案され、企
業の偏差値を基に値上げ交渉が実現し、それ
なりに安定した経営が維持できることを願い
ます。夢なのか抱負なのか。
●会員に向けてのメッセージ
会計人会の役員に新たな会員を迎え、活躍
を期待しております。限られた時間の中では
ありますが、ご意見など発言の時間を増やし、
「業務の効率化等の実現」に寄与できればと考
えております。併せて今まで通り、仲間意識
溢れる会務運営も心がけていきたいと思いま
す。よろしくお願い申し上げます。

練磨

ICT化

世界平和

DX化対応

夢は実現する

北海道会会長

中村 泰道

東北会会長

穀田 有一

関東信越会会長

今井 彰

北陸会会長

桶屋 泰三

中部会会長

山内 今朝男

2024年のキーワード

2024年のキーワード

2024年のキーワード

2024年のキーワード

2024年のキーワード
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●今年の抱負
後継者の育成と世代交代です。新規加入
者を始め、誰もが会務に参加して意見を述
べる体制を整えるため、ベテラン会員や事
務局の協力を得て、会員増強と後継者の育
成、さらには世代交代を進め、会計人会の
活性化に取り組んでまいりたいと考えてい
ます。
●会員に向けてのメッセージ
広報誌の充実です。広報あってのミロク
会計人会だと思っています。魅力ある広報
誌『へんろ道』を目指し、情報がつぶさに
分かる体制を整え、会計人会への参加と意
識を高めてまいりたいと考えています。
会員の皆様方の積極的なご参加とお力添
えに期待しています。

●今年の抱負
連合会および当会計人会の最重要活動方
針である会員増強について、昨年は5名の
入会がありました。新会員の期待にも応え
るべく、研修会の充実および会員交流の機
会を増やしていきたいと思います。また、
個人としては旅（山登り）ができるゆとり
ある1年にしたいと思います。
インボイスの波が通り過ぎたら電帳法の
大波（？）が押し寄せてきます。MJSのご
支援に大いに期待します。
●会員に向けてのメッセージ
会計人会の魅力は、研修会に参加できる
こと、会員交流を通して事務所経営や業務
上の悩ましい問題解決のヒントが得られる
ことでもあると思います。役員一同、会の
魅力作りに取り組んで参ります。どしどし
ご提案をお願いいたします。

品性と人格尊重

世界平和

四国会会長

正司 哲浩

沖縄会会長

波平 正

2024年のキーワード

2024年のキーワード

●今年の抱負
インボイス制度と改正電子帳簿保存法を、

いかに顧問先に浸透させていくかが会計事
務所の大きな課題であり、責任だと考えま
す。会計人会の会員とMJSと三位一体で取
り組んでいきたいです。
●会員に向けてのメッセージ
昨年11月9日の「第47回全国統一研修会 

大阪大会」が、近畿会会員のみならず、全国
の会員諸氏のご協力により、大成功に終わり
ましたこと、心よりお礼申し上げます。第1分
科会で、MJSの「会計大将に近いAI-OCR」
の開発が進み、3月にはリリース予定と知り、本
年はミロク会計人会にとって飛躍の年になる予
感がしています。各種要因により事務所経営
が難しいとお感じで、まだ本会に入会されてい
ない先生方は、ぜひご検討ください。今年は
先生方にとって、本会に入会するメリットを間
違いなく理解できる年になると思います。

●今年の抱負
「賜った御恩はきれいに忘れ、抱いた怨
みは岩に刻み死んだら化けて出る」とい
う私でしたが、古希を迎え人生のカウン
トダウンは始まっています。残された時
間は菩薩半跏思惟（はんかしゆい）像の
ような慈愛に満ちた微笑みをたたえ柔和
な心で生きよう。無理か？
●会員に向けてのメッセージ
インボイスに続き今年は改正電子帳簿

保存法の施行、さらに改正された贈与税の
スタートです。会計人会では今年も実務に
即した研修の提供、また変動する事務所業
務に即した情報提供を適宜行っていきます。
皆様のご協力をお願いいたします。

三位一体で
乗り越えよう

慈愛

近畿会会長

植田 順

九州会会長

笹田 毅

2024年のキーワード

2024年のキーワード

●今年の抱負
単位会会長に就任してはや4年。新型
コロナに対応しながら、インボイス、電
帳法と新しい波を何とか乗り越えてきま
した。今年は基本に立ち返り、当たり前
のことを一生懸命に。公私ともに、充実
した一年でありますように。
●会員に向けてのメッセージ
中国会は会員加入率が全国トップです

が、会員の参加意識は今一歩かと感じて
います。今年は、中国5県6地区会の体制、
行事を充実させて、身近な組織としての
活動を強化していきたいと考えています。
会員の皆様の積極的な参加をお願いい

たします。

中国会会長

清水 俊介
2024年のキーワード

凡事徹底
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●新年を迎えて
謹んで新春をお祝い申し上げます。
昨年の第47回全国統一研修会 大阪
大会には、先生方をはじめ1,000名以
上の方にご参加いただけたことを、改
めて心より感謝申し上げます。
昨年10月にインボイス制度が施行さ
れ、本年1月からは改正電子帳簿保存
法における電子取引を行った際の電子
データ保存が義務化されます。さまざ
まな業務や手続きが、紙からデジタル
に移行する過渡期においては、業務が
却って煩雑になり、顧問先様を支援す
る先生方も大変ご苦労されている事と
思います。先生方や顧問先様の業務が
スムーズに進められるように、MJSは
製品機能を一層強化し、最適なシステ
ムを提供してまいります。

●MJSが目指すもの
ご承知の通り、ここ数年で世界情勢
に大きな変化があり、日本国内の社
会・経済環境も大きく変化しておりま
す。５年後、10年後には先生方の顧問
先様である中小企業のビジネス環境も
大きく変わることが予想され、さまざ
まな新たな経営課題への対応が求めら
れることと思います。
統一研修会の協賛会社挨拶でも触れ
させていただきましたが、MJSが提案
するのは「DXの推進」「ヒトとAIの融
合」「社員の幸せ」です（※1）。
テクノロジーの変化に伴ってさまざ
まな業種のビジネスモデルが変わりま
した。それが会計事務所業界にも訪れ
ようとしています。DXやAIで会計事務
所の中の生産性を上げることに現在は
取り組んでいます。今後はそれで生ま
れた時間を変化に充てていただけるよ
う、MJSもお手伝いしてまいります。

是枝 周樹

変革のための
生産性向上

●今年の抱負
昨年5月にコロナウイルス感染症が5類に移行された
ことにより、人々の行動規制が緩やかになりました。今
年は、これまでに不足しがちであったコミュニケーシ
ョンを深め、我々と関与先あるいは事務所とスタッフ
が相互に影響し合い共に必要な存在として絆を深める、
いわばエンゲージメントを高めていきたいと思います。
●会員に向けてのメッセージ
コロナ禍の3年間で大勢の高齢者が労働現場から離

れたこと、若年労働者の減少と労働時間が短縮された
ことなどが社会に深刻な労働力不足を招いています。
我々はIT関連の技術を磨き、早々にDX（デジタルト
ランスフォーメーション）を推進して事務所を合理化
し、関与先の模範とならなければいけないでしょう。

●今年の抱負
今年は辰年。歴史的には新しい制度や事業が始まる

年です。1940年に始まった所得税。東京ドームやスカ
イツリーの開業、米国アップル社の設立も辰年です。

3月16日は北陸新幹線の敦賀への延長。北陸の新し
い時代とともに気持ちを新たにスタートします。
●会員に向けてのメッセージ
我々の最重要業務は、関与先企業の維持・発展を支

援することです。そのためには時代に合った高度なシ
ステム・サービスの提供が不可欠です。そして、最高
のサービスを提供するには、ミロク会計人会が質・量
ともにさらに発展しなければなりません。一緒に頑張
りましょう。

エンゲージメント スタート

連合会監事

大久保 昌逸
連合会監事

平野 豊

2024年のキーワード

2024年のキーワード 2024年のキーワード

（※1）統一研修会開催レポートP.8に記載しています。

Executive M
essage 2024
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本
日
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
主
催
に

よ
る
第
47
回
全
国
統
一
研
修
会
が
大
阪
府
大

阪
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
独
立
し
た

公
正
な
立
場
か
ら
、
納
税
者
へ
の
支
援
を
通

じ
て
国
民
の
納
税
義
務
の
適
正
な
実
現
を
図

る
と
い
う
公
共
的
使
命
を
果
た
さ
れ
る
一
方
、

納
税
の
基
礎
と
な
る
記
帳
や
会
計
処
理
を
は

じ
め
、
商
取
引
の
面
に
お
い
て
も
指
導
的
な

役
割
を
果
た
さ
れ
、
中
小
企
業
の
発
展
に
寄

与
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
敬
意
と

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

足
元
の
経
済
状
況
を
見
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ

禍
の
逆
境
を
乗
り
越
え
、
30
年
ぶ
り
の
高
い

賃
上
げ
を
実
現
す
る
な
ど
改
善
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
他
方
で
、
国
民
生
活
は
、
食
料
品

を
は
じ
め
と
す
る
急
激
な
物
価
高
に
苦
し
む

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
、

目
の
前
に
現
れ
始
め
た
経
済
回
復
の
芽
を
力

強
い
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
く
、
ま
ず
は

物
価
高
騰
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
持
続
的
な
賃
上
げ
や

国
内
投
資
の
促
進
を
図
る
べ
く
、
そ
の
担
い

手
で
あ
る
企
業
の
皆
様
、
と
り
わ
け
雇
用
全

体
の
7
割
を
支
え
る
中
小
企
業
の
皆
様
の
資

金
繰
り
や
、
販
路
拡
大
・
輸
出
促
進
な
ど
未

来
に
向
け
た
積
極
果
敢
な
取
組
を
全
力
で
支

え
て
参
り
ま
す
。

本
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
新
し
い
制
度
の
円
滑

な
導
入
と
定
着
は
、
今
後
も
消
費
税
が
適

正
・
公
平
に
課
税
さ
れ
、
広
く
納
税
者
の
皆

様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
税
制
で
あ
り
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
試
金
石
に
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
、

事
業
者
へ
の
丁
寧
な
相
談
対
応
や
各
種
補
助

金
に
よ
る
支
援
に
加
え
、
税
負
担
を
軽
減
す

る
激
変
緩
和
措
置
な
ど
を
講
じ
て
参
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
、
事
業
者
の
皆
様
が
安
心

し
て
仕
事
が
で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
み
な
ら

ず
、
税
務
行
政
全
体
と
し
て
国
民
の
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
I
C
T
（
情
報
通
信
技

術
）
に
よ
る
申
告
・
納
付
手
続
の
利
便
性
向

上
な
ど
、
納
税
環
境
の
不
断
の
改
善
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
会
計
の
専
門
家
で
あ
る
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
税
務

行
政
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
と
と
も
に
、
納
税
者
の
方
々
の
最
も
身
近

で
信
頼
で
き
る
相
談
相
手
・
専
門
家
と
し
て
、

一
層
指
導
・
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
貴
連
合
会
の
益
々
の
御
発
展

と
、
御
参
会
の
皆
様
方
の
御
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ご
祝
辞

財
務
大
臣　

鈴
木 

俊
一  

様

代
読 

笹
田 

毅 

連
合
会
副
会
長

「第47回全国統一研修会 大阪大会」
開催報告

「笑う門には福来る
なにわ友あれ大阪でっせ！」
をテーマに1000名超が
大阪に集結‼

2023年11月9日（木）

11月9日（木）、リーガロイヤルホテル大阪（大阪府大阪市）で
ミロク会計人会連合会主催の一大イベントである

「全国統一研修会 大阪大会」（開催担当会：近畿ミロク会計人会）が、
1000名以上の参加を得て盛大に開催されました。

式典の様子

（右から）司会の金田 光世大会実
行委員会統括とアシスタントの
福田 ユミ氏

植田 順近畿会会長の挨拶

式
典
は
午
後
1
時
00
分
か
ら
、

金
田 

光
世
大
会
実
行
委
員
会
統
括

と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
福
田 

ユ
ミ
氏

の
司
会
の
も
と
、
植
田 

順
近
畿
会

会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
よ
り
始
ま

り
ま
し
た
。

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
を
代

表
し
て
植
田 

卓
会
長
が
挨
拶
を
述

べ
た
後
、
鈴
木 

俊
一
財
務
大
臣
か

ら
の
祝
辞
を
笹
田 

毅
副
会
長
が
代

読
。
須
藤 

治
中
小
企
業
庁
長
官
か

ら
の
祝
辞
を
波
平 

正
副
会
長
が
代

読
し
ま
し
た
。
近
畿
税
理
士
会
か

ら
は
石
原 

健
次
会
長
が
登
壇
し
、

祝
辞
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

単
位
会
表
彰
で
は
昨
年
の
「
第

46
回
全
国
統
一
研
修
会 

い
わ
て
盛

岡
大
会
」
を
担
当
さ
れ
た
東
北
ミ

ロ
ク
会
計
人
会
を
代
表
し
、
穀
田 

有
一
会
長
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
功
労
賞
表
彰
で
は
こ
の
度

任
期
を
終
え
ら
れ
た
四
国
ミ
ロ
ク
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第47回 全国統一研修会

こ
の
度
は
「
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会　

第
47
回
全
国
統
一
研
修
会 

大
阪
大
会
」
の
開

催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
小
企
業
庁
と
し
て
は
こ
れ
か
ら
、
信
用

保
証
協
会
や
民
間
金
融
機
関
等
に
よ
る
経
営

改
善
・
再
生
支
援
の
促
進
、
保
証
料
上
乗
せ

に
よ
り
経
営
者
保
証
の
提
供
の
有
無
を
選
択

で
き
る
信
用
保
証
制
度
の
創
設
等
、
挑
戦
意

欲
の
あ
る
中
小
企
業
の
取
り
組
み
を
加
速
す

る
た
め
の
総
合
的
な
施
策
を
展
開
し
て
参
り

ま
す
。
11
月
6
日
に
は
「
挑
戦
す
る
中
小
企

業
の
経
営
改
善
・
再
生
支
援
強
化
会
議
」
を

開
催
し
、
参
加
さ
れ
た
税
理
士
・
公
認
会
計

士
の
皆
様
か
ら
地
方
に
お
け
る
再
生
人
材
の

育
成
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
年
度
内
に
「
再
生
支
援

の
総
合
的
対
策
」
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。
ま

た
、
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
地

域
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
中
小
企
業
の
貴
重

な
経
営
資
源
が
後
継
者
不
在
に
よ
っ
て
散
逸

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
事
業
承
継
や
M
＆

A
へ
の
支
援
が
重
要
で
す
。
引
き
続
き
、
事

業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
マ

ッ
チ
ン
グ
支
援
、
政
府
に
よ
る
補
助
金
や
税

制
措
置
、
M
＆
A
推
進
に
向
け
た
環
境
整
備

な
ど
、
承
継
前
か
ら
承
継
後
ま
で
の
切
れ
目

な
い
支
援
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
事
業
再
構
築
補
助
金
や
も
の
づ

く
り
補
助
金
等
に
よ
り
、
新
分
野
展
開
・
業

態
転
換
な
ど
の
思
い
切
っ
た
取
り
組
み
や
生

産
性
向
上
に
資
す
る
設
備
投
資
等
の
支
援
も

行
っ
て
参
り
ま
す
。

加
え
て
、
政
府
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
立
ち
直
り
に
向
け
、
賃
上
げ
及
び
人
手
不

足
解
消
の
た
め
の
省
力
化
投
資
へ
の
支
援
等

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

10
月
1
日
に
導
入
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
様
々
な
ご
不
安
・
ご

懸
念
を
抱
え
て
い
る
事
業
者
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
経
済
産
業

省
に
お
い
て
は
、
税
理
士
等
の
専
門
家
の
皆

様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
つ
つ
、
制
度
や

支
援
策
の
周
知
・
広
報
、
税
理
士
等
の
専
門

家
に
よ
る
相
談
対
応
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
I
T
導
入
補
助
金
に
よ
る
経
理
業

務
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
持
続
化
補
助
金
に
よ

る
販
路
開
拓
等
へ
の
支
援
、
免
税
事
業
者
が

取
引
上
で
不
当
に
扱
わ
れ
な
い
よ
う
な
取
引

環
境
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。皆

様
の
相
談
支
援
等
へ
の
ご
協
力
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
経
済
産
業
省

と
し
て
は
、
事
業
者
の
皆
様
の
声
を
き
め
細

か
く
伺
い
、
必
要
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

相
談
対
応
等
に
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
祝
辞中

小
企
業
庁
長
官　

須
藤 

治  

様

代
読 

波
平 

正 

連
合
会
副
会
長

壇上の連合会役員 ご来賓席と協賛会社席

単位会表彰を受ける穀田 
有一東北会会長

功労者表彰を受ける木村 
幸博前四国会会長

近畿会前会長として功労
者表彰を受ける植田 卓
連合会会長

閉会の言葉を述べる壽
（ことぶき） 信明大会実
行副委員長

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ホ
ラ
ン 

千
秋
氏

の
開
催
を
祝
う
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

壽
こ
と
ぶ
き

 

信
明
大
会
実
行
副
委
員
長
の
閉

会
の
言
葉
で
式
典
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
基
調
講
演

は
、
毛
利 

惠し
げ
ゆ
き行
大
会
実
行
副
委

員
長
の
開
会
の
言
葉
で
ス
タ
ー
ト
。

会
計
人
会
の
木
村 

幸
博
前
会
長
、

近
畿
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
前
会
長

と
し
て
植
田 
卓
連
合
会
会
長
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
協
賛
会
社
で
あ
る
ミ

ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
是
枝 

周
樹

社
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
日
本
税
理

士
会
連
合
会
の
太
田 

直
樹
会
長
の

祝
電
紹
介
と
、
M
J
S
イ
メ
ー
ジ

吉
本
興
業
の
タ
レ
ン
ト
で
あ
り
、

元
参
議
院
議
員
で
も
あ
る
西
川 

き

よ
し
氏
に
「
人
生
は 

小
さ
な
こ
と

か
ら 

コ
ツ
コ
ツ
と
」
と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
、
小
山 

敏
大
会
実
行

委
員
・
副
会
長
の
謝
辞
と
閉
会
の

言
葉
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第
1
分
科
会
で
は
、
連
合
会
・

シ
ス
テ
ム
開
発
委
員
会
の
企
画
運

営
で
「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
話
せ

な
い
、
イ
ン
ボ
イ
ス
と
電
帳
法
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

司
会
は
平
松 

荘
介
シ
ス
テ
ム
開
発

委
員
が
務
め
、
外
園 

令
明
シ
ス
テ

ム
開
発
委
員
長
の
開
会
の
言
葉
が

あ
り
、
M
J
S
税
経
シ
ス
テ
ム
研

究
所
の
顧
問
で
も
あ
る
植
田 

卓
会

長
と
笹
田 

淳
シ
ス
テ
ム
開
発
委
員

が
講
師
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。

第
2
分
科
会
は
、
月
刊
紙
『
日

本
一
明
る
い
経
済
新
聞
』
を
発
刊

す
る
有
限
会
社
産
業
情
報
化
新
聞

社
の
竹
原 

信
夫
社
長
兼
編
集
長
に
、

「
元
気
な
中
小
企
業
の
秘
密
は
あ
い

う
え
お
経
営
」
と
題
し
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
は
縄
田 
浩

昭
大
会
実
行
委
員
が
務
め
、
壽
大

会
実
行
副
委
員
長
の
開
会
の
言
葉

で
始
ま
り
、
小
坂 

文
夫
大
会
実
行

委
員
会
顧
問
の
謝
辞
と
閉
会
の
言
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ご
祝
辞

協
賛
会
社
挨
拶

近
畿
税
理
士
会
会
長　

石
原 

健
次 

様

ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長　

是
枝 

周
樹

本
日
こ
こ
に
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連

合
会
の
主
催
に
よ
り
ま
す
第
47
回
全
国

統
一
研
修
会 

大
阪
大
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
3
月
の
第
6
次
税
理

士
法
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
法
第
2
条
の
3
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
改
正
で
は
税
理
士
の
業
務
環
境
や
納
税
環
境
の
電
子
化
と
い
っ
た

変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
税
理
士
が
業
務
の
I
C
T
化
の
推

進
を
通
じ
て
、
納
税
義
務
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上

と
と
も
に
、
税
理
士
事
務
所
自
身
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
努
め
る
こ
と
が

明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
近
畿
税
理
士
会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
相
談
室

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ
せ
、
会
員
だ
け
で
な
く
、
そ
の
関

与
先
で
あ
る
中
小
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。
相
談
室
に
お
き
ま
し
て
は
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
様
を

は
じ
め
、
各
種
ベ
ン
ダ
ー
様
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

来
年
4
月
26
日
に
は
、
大
阪
で
近
畿
税
理
士
会
に
よ
る
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
展
示
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

税
理

士
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
セ
ミ
ナ

ー
や
展
示
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
展
示
会
で
は
会
計
ベ
ン
ダ

ー
各
社
様
に
協
力
を
依
頼
し
、
税
理
士
や
税
理
士
事
務
所
職
員
の
方
々

が
業
務
汎
用
系
シ
ス
テ
ム
連
携
ソ
フ
ト
な
ど
に
間
近
に
触
れ
、
D
X
へ

の
手
掛
か
り
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
株

式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
積
極
的
な
ご

参
加
と
業
務
改
善
の
ご
提
案
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
と
も
、
税
理
士
会
と
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
と
の
連
携
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
業
界
発
展
の
た
め
に
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

連
合
会
会
長
の
植
田
で
す
。
本
日
の

統
一
研
修
会 

大
阪
大
会
の
実
行
委
員
会

の
委
員
長
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
日
は
全
国
か
ら
大
阪
ま

で
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

2
0
2
2
年
、
会
長
に
就
任
し
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
課
題
で
あ
り
ま

す
会
員
増
強
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
会
員
増
強
で
す
が
、
そ
も

そ
も
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
こ
の
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
使

っ
て
い
る
職
業
会
計
人
の
業
務
改
善
な
ど
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
と

い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
社
の
シ
ス
テ
ム
を
「
も
っ
と
有

効
活
用
せ
ん
と
あ
か
ん
」
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
念
頭
に
、
会
長
に
就
任
し

た
2
0
2
2
年
か
ら
総
務
委
員
会
の
中
に
会
員
増
強
小
委
員
会
を
設
け
、

対
応
を
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。
小
委
員
会
で
は
単
に
教
育
的
な
事
業
だ

け
で
は
な
く
、「
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
会
社
と
も
っ
と
密
接
に
い
ろ
い
ろ
な

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
私

も
も
っ
と
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
高
め
る
よ
う
な
施
策
に
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

10
月
1
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
M
J
S
の
イ

ン
ボ
イ
ス
の
シ
ス
テ
ム
で
は
報
酬
請
求
管
理
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
で
請
求
書
を
作
る
場
面
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
ご
自
身

が
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
を
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
は
ず

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
一
度
ご
自
身
の
手
で
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
活
動
は
単
に
ユ
ー
ザ
ー
が
集
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、 

ユ
ー
ザ
ー
と
会
社
と
の
間
で
、
も
っ
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
我
々

の
経
営
改
善
に
努
め
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
私
は
も
う
1
年
任
期
が
ご
ざ
い
ま
す
。
任
期
満
了
の
来
年
に
取
り
組

み
の
報
告
を
し
、
任
期
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
に
て
会
長
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
第
47
回
全
国
統
一
研
修
会 

大

阪
大
会
に
多
く
の
皆
様
方
が
ご
参
加
い

た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
10
月
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
施
行
さ
れ
、
改
正
電
子
帳
簿
保
存

法
に
お
い
て
は
電
子
取
引
を
行
っ
た
際

の
電
子
デ
ー
タ
保
存
が
来
年
1
月
よ
り
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
製

品
機
能
を
一
層
強
化
し
、
最
適
な
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
先
生
方
の
顧
問
先
様
で
あ
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
私
が
特

に
重
視
す
べ
き
と
考
え
る
3
つ
の
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
一
つ

目
は
「
積
極
的
な
I
T
化
・
D
X
化
の
推
進
」
で
す
。
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
I
T
化
の
進
行
と
と
も
に
、
D
X
の
活
用
が
肝
要
に
な
り
ま
す
。

二
つ
目
は
「
ヒ
ト
と
A
I
の
融
合
」
で
す
。
い
ず
れ
、
A
I
が
戦
略
的

な
意
思
決
定
を
指
南
す
る
世
界
が
来
ま
す
。
た
だ
し
、
全
て
A
I
が
正
し

い
と
は
な
ら
ず
、
ヒ
ト
の
知
識
や
経
験
、
時
に
は
感
情
や
思
い
と
い
う
も

の
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
先
生
方

が
親
身
に
な
っ
て
「
伴
走
支
援
」
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

三
つ
目
は
「
社
員
の
幸
せ
」
で
す
。
会
社
は
お
客
様
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
、
お
客
様
を
支
え
て
い
る
の
は
社
員
で
す
。
社
員
が
幸
せ
で
あ
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
が
、
社
会
環
境
や
働
く
環
境
が
変
わ
る
と
、「
社

員
の
幸
せ
」
の
定
義
が
変
わ
り
ま
す
。
外
国
人
の
雇
用
、
よ
り
複
雑
に
な

る
社
員
の
家
庭
環
境
、
望
ま
れ
る
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
を
受
け
、

人
の
価
値
観
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
ま
す
。「
人
」
の
問
題
に
画
一
的
な
答

え
は
な
く
、
自
社
と
社
員
一
人
ひ
と
り
を
よ
く
見
て
、
最
優
先
で
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

最
後
に
、
時
代
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
の
日
に
も
、

税
理
士
・
公
認
会
計
士
の
先
生
方
が
、
顧
問
先
様
の
伴
走
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
全
社
員
が
一
丸
と
な
り
、
最
適
な
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
開
発
・
提
供
し
、
誠
心
誠
意
、
ご
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

ご
挨
拶

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
会
長　

植
田 

卓

CHANNEL 2024.01 8



第47回 全国統一研修会

葉
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第
3
分
科
会
で
は
京
都
精
華
大

学
前
学
長
で
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
・

ア
ジ
ア
現
代
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

長
・
2
0
2
5
年
日
本
国
際
博
覧

会
協
会
副
会
長
・
理
事
・
シ
ニ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
兼
任
す
る

ウ
ス
ビ
・
サ
コ
氏
に
「
多
様
性
を

重
ん
じ
る
日
本
に
お
け
る
共
創
社

会
の
構
築
に
向
け
て
」
と
題
し
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
は

友
松 

悦
子
大
会
実
行
委
員
が
務
め
、

吉
田 

紀
夫
大
会
実
行
副
委
員
長
が

開
会
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
終

了
後
は
長
谷
川 

治
雄
大
会
実
行
委

員
が
謝
辞
と
閉
会
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
午
後
6

時
30
分
に
、「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

座
」
の
皆
様
に
よ
る
「
文
楽 

寿
こ
と
ぶ
き

二に
に
ん
さ
ん
ば
そ
う

人
三
番
叟
」
で
幕
開
け
し
ま
し

た
。
文
楽
は
、
物
語
を
語
る
太
夫

と
人
物
の
心
理
描
写
を
は
じ
き
表

す
三
味
線
、
細
や
か
な
動
き
で
人

間
以
上
の
し
ぐ
さ
を
見
せ
る
人
形

の
3
者
で
成
り
立
つ
総
合
芸
能
で

す
。
大
阪
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
た

伝
統
芸
能
で
、
現
在
は
能
や
歌
舞

伎
な
ど
と
共
に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
文
楽 

寿
二
人
三
番
叟
」
で
盛

り
上
が
っ
た
後
は
司
会
で
も
あ
る

金
田
大
会
実
行
委
員
会
統
括
が
開

会
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
ご
来
賓
の
紹
介
の
後
、
近

畿
税
理
士
会
の
宮
田 

義
見
顧
問
が

乾
杯
の
ご
発
声
を
さ
れ
ま
し
た
。

し
ば
し
の
懇
親
と
食
事
の
時
間

を
経
て
、
観
光
協
会
に
よ
る
特
別

動
画
「O

SA
KA

 D
ow

ntow
n of 

Japan

」
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

是
枝 

伸
彦
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
続
く
次
期
大
会
へ
の
お

誘
い
で
は
、
東
京
ミ
ロ
ク
会
計
人

会
の
皆
様
が
、
開
催
地
で
あ
る
東

京
の
ア
ピ
ー
ル
と
と
も
に
、
第
48

回
東
京
大
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
植

田 

卓
会
長
が
大
会
実
行
委
員
長
と

し
て
閉
会
の
挨
拶
を
し
、
懇
親
パ

ー
テ
ィ
ー
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

近畿税理士会の宮田 義
見顧問の乾杯のご発声で
懇親パーティー開始

来年開催の全国統一研修
会東京大会への参加を呼
び掛ける小山内 光雄東
京会会長

挨拶を述べる協賛会社ミ
ロク情報サービスの是枝 
伸彦会長

植田 卓大会実行委員長
による閉会の挨拶

近畿会の先生方とミロク情報サ
ービスの面々によるお見送り

太夫・豊竹 睦と豊竹 希、三味線・野澤 勝平、鶴澤 清丈、鶴澤 友之助、主遣い・吉田 簑二郎、吉田 玉助による
人形浄瑠璃文楽の公演

懇親パーティーでは1935年の創業以来、数多くの国賓をもてなしてきたフラン
ス料理などに舌鼓を打ち、会話を楽しみました

運営に携わった近畿会会員一同による閉会宣言

東京会会員が壇上に上がり、東京大会開催に向けた
コンセプトを発表しました
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1963年石井均に弟子入り。
64年吉本新喜劇に研究生と
して入団。66年「横山やすし・
西川きよし」を結成、「やすき
よ」として漫才ブームをけん引。
86年参議院議員選挙に初当選、
その後3期18年の議員生活を
務める。2016年旭日重光章を
受章、前立腺癌が見つかるも治
療を続け完治。20年文化功労
者に選ばれる（漫才師として
初）。23年芸能生活60周年を
迎える。現在は劇場やテレビ・
ラジオで活躍中。

人生は小さなことから
コツコツと
大阪といえば、お笑い、そして漫才の聖地です。そこで、今回
の基調講演では吉本興業を代表するタレントであり、元参議
院議員でもある西川 きよし氏を講師にお迎えし、ご自身の半
生を振り返っていただきながら、「小さなことからコツコツと」
に込められた思いを語っていただきました。

西川 きよし 氏

タレント・元参議院議員

にしかわ・きよし

基 調 講 演横
山
や
す
し
さ
ん
へ
の
感
謝
と

破
天
荒
な
思
い
出
の
数
々

私
は
今
年
で
77
歳
に
な
り
ま
し
た
。

芸
能
生
活
60
周
年
を
迎
え
、
吉
本
興

業
も
お
か
げ
さ
ま
で
1
1
0
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

11
月
2
日
に
は
秋
の
園
遊
会
に
お
招

き
い
た
だ
き
、
天
皇
陛
下
や
秋
篠
宮

殿
下
か
ら
も
お
声
が
け
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
ふ
と
「
横
山
や
す
し
さ

ん
が
い
た
ら
」
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
横
山
や
す
し
さ
ん
と
コ
ン
ビ

を
組
ん
だ
の
は
1
9
6
6
年
の
こ
と

で
す
。
や
す
し
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
に

4
回
も
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
お
り
、
私

は
20
数
回
誘
わ
れ
な
が
ら
も
ず
っ
と

断
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

や
す
し
さ
ん
は
「
も
う
崖
っ
ぷ
ち
や

ね
ん
。
お
前
が
一
緒
に
や
っ
て
く
れ

な
い
と
困
る
ね
ん
」
と
し
つ
こ
い
の

な
ん
の
。
周
囲
の
皆
さ
ん
か
ら
は
猛

反
対
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
家
内
に

相
談
し
た
ら
「
そ
ん
な
に
愛
さ
れ
て

い
る
の
だ
っ
た
ら
一
度
や
っ
て
み
た

ら
」
と
言
わ
れ
て
、
1
9
6
6
年
2

月
に
「
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
返
事
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
先

輩
方
や
か
つ
て
の
や
す
し
さ
ん
の
相

方
な
ど
が
代
わ
る
代
わ
る
私
の
と
こ

ろ
に
来
て
は
「
あ
い
つ
は
稽
古
を
せ

ん
ぞ
」
と
言
う
わ
け
で
す
。
ま
さ
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
コ
ン
ビ

を
結
成
し
た
年
の
6
月
の
初
舞
台
ま

で
や
す
し
さ
ん
は
何
度
こ
ち
ら
か
ら

声
を
か
け
て
も
稽
古
を
し
て
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
漫
才
は
良

い
感
じ
に
受
け
、
10
カ
月
後
に
は
上

方
漫
才
大
賞
の
新
人
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
降
は
舞
台

が
終
わ
り
、
帰
ろ
う
と
す
る
や
す
し

さ
ん
を
引
き
留
め
、
楽
屋
で
少
し
ず

つ
稽
古
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
す
し
さ
ん
は
1
9
9
6
年
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
は
今

も
『
秘
密
の
ケ
ン
ミ
ン
S
H
O
W
極
』

な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
を
は
じ
め
、
い

ろ
い
ろ
な
場
に
呼
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
い
た
時

は
本
当
に
振
り
回
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で

し
た
が
、
こ
れ
も
や
す
し
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
先
日
も
や
す
し
さ
ん
の

墓
を
参
り
、
や
す
し
さ
ん
が
作
っ
た

『
俺
は
浪
花
の
漫
才
師
』
と
い
う
歌
を

口
ず
さ
み
、
こ
の
基
調
講
演
で
緊
張

し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
大
阪
は
面
白
い
街

で
、
漫
才
師
だ
け
で
な
く
、
お
客
も

ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
て
い
ま
す
。
以
前
、

客
席
に
お
父
さ
ん
と
小
学
4
年
生
く

ら
い
の
子
ど
も
が
い
た
の
で
、
私
が

「
ど
こ
か
ら
来
た
の
」
と
尋
ね
る
と

「
家
か
ら
や
」
と
即
答
さ
れ
、
客
席

が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
う
子
た
ち
が
吉
本

興
業
に
入
っ
て
き
て
、
さ
ら
に
世
の

中
を
面
白
く
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

私
自
身
、
や
す
し
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
面
白
い
芸
人
た
ち
に
囲

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
人
が
私

の
2
年
後
に
吉
本
興
業
に
入
っ
て
き

た
坂
田
利
夫
さ
ん
で
す
。
実
は
坂
田

利
夫
さ
ん
は
吉
本
興
業
に
入
る
前
ま

で
大
阪
ガ
ス
で
2
年
間
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
し
て
い
た
の
で
す
。
し
か
も
、

や
っ
て
い
た
の
は
ガ
ス
タ
ン
ク
の
点

検
、
あ
れ
ほ
ど
〝
天
然
〞
な
人
に
そ

ん
な
仕
事
を
任
せ
る
な
ん
て
、
大
阪

ガ
ス
も
勇
気
が
あ
る
も
の
で
す
。
こ

れ
ぞ
ま
さ
に
〝
天
然
ガ
ス
〞
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

坂
田
利
夫
さ
ん
に
は
そ
の
天
然
ぶ

り
を
示
す
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
あ
る
日
、
坂
田

利
夫
さ
ん
は
妹
さ
ん
の
結
婚
式
で
挨

拶
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
に
緊
張
し
、

列
席
者
の
前
で
思
わ
ず
「
ふ
つ
つ
か

な
妹
で
す
が
」
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ

を
「
ふ
し
だ
ら
な
妹
で
す
が
」
と
言

い
間
違
え
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
私

は
隣
に
座
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ

れ
は
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

そ
の
後
も
吉
本
興
業
に
は
次
々
と

個
性
的
な
芸
人
た
ち
が
入
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
代
表
格
が
ジ
ミ
ー
大
西

で
す
。
彼
は
32
年
前
に
ザ
・
ぼ
ん
ち

の
ぼ
ん
ち
お
さ
む
さ
ん
に
弟
子
入
り

し
ま
し
た
。
で
も
、
ジ
ミ
ー
大
西
に

は
い
わ
ゆ
る
常
識
が
欠
け
て
い
て
、

私
が
「
し
っ
か
り
な
」
と
声
を
か
け

る
と
「
お
前
も
な
」
と
返
す
始
末
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
常
識
で
は
測
れ

な
い
個
性
が
売
れ
る
要
素
に
な
っ
て
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す
。
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
や

さ
し
く
て
「
気
に
せ
ん
と
大
丈
夫
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
中
に
は

「
漫
才
師
は
漫
才
を
や
っ
と
り
ゃ
い

い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
し

た
が
、
熱
心
に
演
説
を
し
て
い
る

う
ち
に
「
マ
ジ
メ
に
や
っ
と
る
な
、

応
援
し
た
る
」
と
言
っ
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
的
に

1
0
2
万
2
1
2
0
票
を
獲
得
し
、

当
選
で
き
た
の
は
本
当
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
し
、
今
も
感
謝
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
思
い
も
あ
り
、
初
登

院
の
際
は
か
な
り
緊
張
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
無

所
属
の
私
を
先
輩
議
員
の
皆
さ
ん

は
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
し
、

法
務
委
員
会
や
厚
生
委
員
会
に
所

属
し
て
か
ら
は
官
僚
の
皆
さ
ん
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
ま
さ
に
小
さ

な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
改
革
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

例
え
ば
有
料
道
路
の
障
害
者
割

引
制
度
の
拡
充
も
そ
の
一
つ
で
す
。

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る

方
か
ら
「
重
い
障
害
を
負
っ
た
孫

を
遠
方
の
病
院
に
連
れ
て
行
き
た

い
が
、
1
カ
月
に
高
速
料
金
な
ど

き
く「
横
山
や
す
し 

ボ
ー
ト
レ
ー

ス
で
優
勝
」
と
出
て
い
る
で
は
な
い

で
す
か
。
お
か
げ
で
、
テ
レ
ビ
局

や
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ど
の
関
係
者
に

謝
っ
て
回
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

政
界
進
出
を
経
て
実
感
し
た

積
み
重
ね
の
大
切
さ

私
は
先
述
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
（
施
設
へ
の
訪
問
）
を
、
や

す
し
さ
ん
が
や
め
た
後
も
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
ず
っ
と
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
30
歳
を
過
ぎ

た
頃
か
ら
「
世
の
中
に
恩
返
し
を

し
た
い
」
と
強
く
思
う
よ
う
に
な

り
、
39
歳
で
参
議
院
選
挙
へ
の
出

馬
を
決
意
し
ま
し
た
。
吉
本
興
業

か
ら
も
周
囲
の
仲
間
か
ら
も
止
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
や
す
し
さ
ん
は

「
え
え
が
な
、
応
援
す
る
わ
」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
選
挙
初
日
、
大
阪

駅
の
近
く
で
私
の
選
挙
カ
ー
の
ウ

グ
イ
ス
嬢
が
開
口
一
番
、「
西
川

き
よ
し
は
大
き
な
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
小
さ
な
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
」
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
当
は
「
小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ

コ
ツ
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

と
言
い
た
か
っ
た
の
に
大
失
敗
で

し
ょ
う
。
そ
の
後
、
や
す
し
さ
ん

は
1
9
7
0
年
に
タ
ク
シ
ー
と
の

接
触
事
故
を
起
こ
し
、
無
免
許
運

転
と
飲
酒
運
転
も
相
ま
っ
て
、
2

年
4
カ
月
ほ
ど
仕
事
を
休
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
は
吉

本
興
業
か
ら
「
だ
か
ら
言
う
た
や

ろ
。
新
喜
劇
に
来
る
か
、
そ
れ
と

も
新
し
い
コ
ン
ビ
を
組
む
か
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
や
す
し
さ
ん

を
待
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
吉
本
興

業
は
そ
の
間
の
生
活
費
を
支
援
し

て
く
れ
ま
し
た
。

や
す
し
さ
ん
が
復
帰
し
て
か
ら

と
い
う
も
の
、
私
た
ち
は
漫
才
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
ま
し

た
。
で
も
、
や
す
し
さ
ん
の
破
天

荒
ぶ
り
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
い
き

な
り
飛
行
機
を
買
っ
た
り
、
レ
ー

サ
ー
と
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
に
の
め
り
込
ん
だ
り
し
て

い
ま
し
た
。
あ
る
時
に
は
「
冠
番

組
を
休
ん
で
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
に
出

た
い
か
ら
、
口
裏
を
合
わ
せ
て
く

れ
」
と
頼
ま
れ
た
こ
と
も
。
言
い

出
し
た
ら
聞
か
な
い
性
格
な
の
で

渋
々
承
知
し
て
、
何
と
か
そ
の
場

は
や
り
過
ご
し
た
の
で
す
が
、
な

ん
と
翌
日
の
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
に
大

い
く
わ
け
で
す
。
今
や
ジ
ミ
ー
大

西
は
絵
画
の
世
界
で
も
売
れ
っ
子

で
、
各
地
で
個
展
を
開
い
て
い
ま

す
が
、
そ
の
非
常
識
っ
ぷ
り
は
健

在
で
す
。
先
日
も
忙
殺
さ
れ
て
病

院
で
点
滴
を
打
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
お
見
舞
い
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
先
輩
を
待
た
せ
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
」
と
腕
か
ら
点
滴
を
抜
い

て
口
で
吸
い
始
め
た
ん
で
す
。
あ

ま
り
の
奇
行
ぶ
り
に
お
医
者
さ
ん

も
驚
き
、「
荷
物
を
ま
と
め
て
出
て

い
け
。
お
前
は
〝
天
敵
〞
だ
」
と
。

い
や
は
や
本
当
に
大
阪
に
は
楽
し

い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
強

烈
な
の
は
や
す
し
さ
ん
で
す
。
例

え
ば
、
人
生
幸
朗
・
生
恵
幸
子
さ

ん
の
声
が
け
で
、
や
す
し
さ
ん
と

一
緒
に
矯
正
施
設
や
福
祉
施
設
な

ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

漫
才
を
披
露
す
る
よ
う
に
な
っ
た

時
の
こ
と
。
あ
る
刑
務
所
の
中
に

私
た
ち
が
入
る
と
、
重
い
扉
が
大

き
な
音
を
立
て
て
閉
ま
り
、
や
す

し
さ
ん
が
思
わ
ず
「
帰
り
に
は
開

け
て
く
れ
る
ん
や
ろ
な
」
と
呟
い

た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
は
い
ず
れ

自
分
が
警
察
に
ご
厄
介
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
こ
と
で

で
約
30
万
円
か
か
っ
て
し
ま
う
。

何
と
か
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
お

便
り
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
た
。

軽
度
の
障
害
者
で
あ
れ
ば
、
ア
シ

ス
ト
機
能
が
充
実
し
た
自
動
車
を

自
分
で
運
転
で
き
ま
す
し
、
障
害

者
割
引
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
す

が
、
重
度
障
害
者
に
な
る
と
自
分

で
運
転
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
割

引
が
適
用
さ
れ
な
い
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
私
は
来
る
日
も
来
る
日

も
国
会
で
こ
の
件
を
問
い
続
け
、

3
年
以
上
の
歳
月
を
経
て
、
よ
う

や
く
割
引
制
度
の
拡
充
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
お
便
り
を
く
れ
た
方
は
私
が

福
祉
の
こ
と
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
知
り
、
手
紙
を
出

し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
も

ま
た
小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ

と
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
会
に
お

招
き
い
た
だ
け
た
の
も
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
小
さ
な
取
り
組
み
の
積

み
重
ね
の
結
果
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て

も
、
感
謝
の
念
を
忘
れ
ず
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
存
分
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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MJS税経システム研究所顧
問の植田 卓会長

笹田 淳連合会システム開発
委員

いまさら聞けない話せない、
インボイスと電帳法
第1分科会では、ミロク会計人会連合会会長でMJS税経
システム研究所顧問の植田 卓先生とミロク会計人会連合
会システム開発委員の笹田 淳先生が、インボイス（適格請
求書）制度と電子帳簿保存法のポイントをあらためて解説し
ました。その概要をお伝えします。

第 1 分 科 会イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を

あ
ら
た
め
て
丁
寧
に
レ
ク
チ
ャ
ー

前
半
で
は
M
J
S
税
経
シ
ス
テ

ム
研
究
所
顧
問
の
植
田 

卓
先
生

が
2
0
2
3
年
10
月
1
日
に
ス
タ

ー
ト
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ

い
て
、
特
に
分
か
り
に
く
い
点
や

誤
解
し
や
す
い
点
、
複
雑
な
対
応

が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
な
ど
に
的

を
絞
っ
て
解
説
し
ま
し
た
。
当
日

は
操
作
画
面
を
参
加
者
に
披
露
し
、

実
演
を
交
え
な
が
ら
具
体
的
な
入

力
方
法
な
ど
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ

ー
し
ま
し
た
。「
イ
ン
ボ
イ
ス
の

保
存
が
不
要
と
さ
れ
る
場
合
」
の

項
で
は
、
公
共
交
通
機
関
関
係
や

自
動
販
売
機
関
係
、
従
業
員
の
出

張
旅
費
等
と
い
っ
た
、
分
野
ご
と

に
留
意
点
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。
請
求

書
等
が
毎
回
発
行
さ
れ
な
い
家
賃

や
E
T
C
に
よ
る
通
行
料
、
商
品

券
等
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
必
要

書
類
を
揃
え
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を

整
理
し
て
解
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、

免
税
事
業
者
と
取
引
が
あ
る
課
税

事
業
者
の
急
激
な
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
過
措
置

も
重
点
的
に
解
説
。
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
対
応
が
異
な
る
た
め
、

実
務
面
に
役
立
つ
よ
う
具
体
例
を

挙
げ
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
を
巡
る
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し

た
後
、
植
田
先
生
は
M
J
S
の

「M
JS

 e-Invoice

」
を
取
り
上

げ
、「A

C
ELIN

K

 N
X-Pro

」
の
報

酬
請
求
管
理
シ
ス
テ
ム
と
「M

JS

 

e-Invoice

」
を
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
、
自
動
的
に
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
で
き
る
機
能
を
紹
介
。
上

手
く
活
用
す
れ
ば
、「
関
与
先
は
事

務
所
か
ら
送
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
に

記
載
の
U
R
L
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ

ば
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
が
付
与
さ
れ

た
請
求
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
」
こ
と
や
、「
事
務
所
は
関
与

先
が
請
求
書
を
開
い
た
か
ど
う
か

を
確
認
で
き
る
」
こ
と
、「
関
与

先
は
請
求
書
を
印
刷
す
れ
ば
、
通

常
の
メ
ー
ル
添
付
で
送
ら
れ
た
請

求
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
る
」
こ
と
を
伝
え
、「
ぜ
ひ
積

極
的
に
活
用
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
時

代
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
会
場
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

電
子
帳
簿
保
存
法
へ
の
対
応
と

新
A
I

-

O
C
R
の
ご
紹
介

後
半
で
は
シ
ス
テ
ム
開
発
委
員

の
笹
田 

淳
先
生
が
、「
電
子
帳
簿

保
存
法
の
基
礎
知
識
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
ま
し
た
。
ま
ず
強
調
し

て
い
た
の
は
「
全
て
の
書
類
が
電

子
帳
簿
保
存
の
対
象
で
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
対
象
と
な
る

の
は
「
帳
簿
」「
決
算
書
類
」「
証

憑
書
類
」
で
あ
り
、「
社
内
規
定
」

「
業
務
関
係
書
類
」
な
ど
は
対
象

外
。
電
子
帳
簿
保
存
に
取
り
組
む

に
は
そ
れ
ら
を
把
握
し
た
上
で
、

諸
々
の
対
応
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
解
説
し
ま
し
た
。

そ
の
保
存
の
仕
方
で
す
が
、

「
国
税
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
す

ぐ
に
該
当
の
書
類
を
検
索
、
特
定

で
き
る
保
存
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」
と
笹
田
先
生
。
講

演
で
は
、
具
体
的
な
保
存
方
法
や

管
理
の
仕
方
、
便
利
な
ツ
ー
ル
な

ど
に
重
点
を
置
い
て
解
説
し
て
い

ま
し
た
。

そ
の
上
で
笹
田
先
生
は
最
後
に
、

2
0
2
4
年
3
月
に
リ
リ
ー
ス
予

定
の
「ACELIN

K

 N
X-Pro

会
計
大

将
」〝
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
版
〝
A
I

-

O
C
R
（
※
）
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。

こ
の
ソ
フ
ト
の
特
徴
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
は
な

く
、「
会
計
大
将
」
の
ソ
フ
ト
内

で
使
え
る
こ
と
。
レ
シ
ー
ト
・
領

収
書
や
通
帳
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読

み
込
め
ば
、
そ
の
読
込
結
果
を
仕

訳
入
力
と
同
じ
画
面
構
成
で
確
認

や
修
正
が
で
き
、
簡
単
に
連
携
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種
請
求
書

や
修
正
し
た
勘
定
科
目
な
ど
を
そ

の
都
度
A
I
が
学
習
し
て
い
く
の

で
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど
入
力
業
務

時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
M
J
S
の
開
発
チ
ー
ム
で

は
レ
シ
ー
ト
・
領
収
書
や
通
帳
の

み
な
ら
ず
、
法
人
の
各
種
請
求
書

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
明
細
、
個

人
の
医
療
費
領
収
書
や
各
種
控
除

証
明
書
な
ど
、
多
種
多
様
な
帳
票

に
対
応
で
き
る
よ
う
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。

笹
田
先
生
は
「
人
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、
私
た
ち
税
理
士
が

関
与
先
の
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
等
に

力
を
注
ぐ
た
め
に
は
、
こ
う
し
た

ソ
フ
ト
で
入
力
作
業
の
効
率
化
・

省
力
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事

で
す
」
と
力
説
し
ま
し
た
。
制
度

改
正
へ
の
対
応
の
仕
方
に
留
ま
ら

ず
、
税
理
士
業
界
の
未
来
を
見
据

え
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

OCR……画像データのテキスト部分を認識し、文字データに変換する光学文字認識機能
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第47回 全国統一研修会

1971年3月関西大学社会学部マスコ
ミ学科卒。同年4月フジサンケイグルー
プ日本工業新聞入社。その後、大阪で
中小企業担当、浜松支局記者など経
て、大阪で繊維、鉄鋼、化学、財界、金
融などを担当。90年4月大阪経済部
次長（デスク）に就任。97年2月から
2000年10月末まで大阪経済部長を
務める。01年1月から独立、産業情報
化新聞社代表に就任。年間約500人
の中小企業経営者に取材、月刊紙「日
本一明るい経済新聞」を発行する。毎
日新聞紙面研究会研究員（2008年
度）、大阪商工会議所異業種交流会
年間コーディネーター、大阪産業創造
館の「マスコミ戦略セミナー」コーディ
ネーターなどを務める。

元気な中小企業の秘密は
あいうえお経営
これまでに数多くの中小企業を取材してきた竹原 信夫
氏。その経験を基に元気な中小企業に共通する「あいう
えお経営」を提唱しています。そこで、第2分科会ではそ
のエッセンスについてお話しいただきました。

竹原 信夫 氏

有限会社産業情報化新聞社 
代表取締役
（日本一明るい経済新聞編集長）

一般社団法人
日本広報支援機構 代表理事

たけはら・のぶお

第 2 分 科 会明
る
さ
と
強
い
意
志
が

逆
境
を
跳
ね
返
す

私
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
社
長
さ

ん
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。
業
種

や
規
模
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
元

気
な
社
長
が
話
す
こ
と
は
実
は
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
し
た
。
そ
の
共
通

点
を
ま
と
め
た
の
が
本
日
ご
紹
介

す
る
「
あ
い
う
え
お
」
で
す
。

最
初
の
「
あ
」
は
「
明
る
い
」。

利
益
が
出
て
い
る
会
社
の
元
気
な

社
長
が
明
る
い
の
は
当
た
り
前
だ

と
反
論
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
私
が
強
調
し
た
い
の
は
「
厳

し
い
時
代
で
も
、
社
長
は
明
る
く

な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
長
い
不
況
で
売

上
も
利
益
も
落
ち
、
取
引
先
も
潰

れ
る
と
い
う
大
ピ
ン
チ
に
陥
っ
た

企
業
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
の
社

長
は
あ
る
日
、
ピ
ン
チ
の
中
で
自

分
の
顔
が
非
常
に
暗
く
な
っ
て
い

る
の
に
気
付
き
、「
こ
ん
な
顔
を
し

て
い
た
ら
み
ん
な
が
不
安
に
な
っ

て
し
ま
う
」
と
思
い
直
し
、
次
の

日
か
ら
努
め
て
笑
顔
で
出
社
す
る

こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

そ
れ
を
見
た
社
員
た
ち
は
安
心
し
、

社
内
の
ム
ー
ド
も
一
気
に
和
ら
い

だ
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
来
社
し
た

取
引
先
も
そ
の
雰
囲
気
の
変
化
を

敏
感
に
察
知
し
、
打
ち
切
ろ
う
と

し
て
い
た
仕
事
を
継
続
す
る
こ
と

に
し
た
そ
う
で
す
。
社
長
さ
ん
は

こ
う
し
た
変
化
に
つ
い
て
、「
嫌
な

こ
と
が
あ
っ
て
顔
に
出
す
の
は
子

ど
も
と
同
じ
。
人
を
引
っ
張
る
人

間
は
、
辛
い
時
で
も
笑
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
こ
う
い
っ
た
明
る
さ

が
大
切
な
の
で
す
。

意
志
は
強
く
、運
と
縁
を
大
切
に

大
き
な
夢
を
持
て
！

続
く
「
い
」
は
意
志
の
強
さ

で
す
。
右
肩
上
が
り
の
会
社
で
も
、

問
題
が
起
こ
っ
た
時
に
業
績
が
ス

ト
ン
と
落
ち
て
そ
れ
き
り
と
い
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
本
当
に

元
気
な
会
社
は
、
壁
に
当
た
っ
て

も
回
復
軌
道
を
取
り
戻
す
〝
ば
ね
〞

の
よ
う
な
成
長
曲
線
を
描
き
ま
す
。

そ
こ
に
感
じ
る
の
は
強
い
意
志
で

あ
り
、
私
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
創

業
者
、
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
「
成

功
す
る
ま
で
や
め
な
か
っ
た
」
と

い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
う
」
は
運
で
す
。
成
功
し
て
い

る
人
は
皆
、
自
分
は
運
が
良
い
と

思
い
込
ん
で
い
ま
す
。
事
故
に
遭

っ
て
け
が
を
し
て
も
、
こ
の
程
度

で
済
ん
で
良
か
っ
た
と
本
気
で
思

う
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
言
い
換
え

る
と
「
プ
ラ
ス
思
考
が
で
き
る
人
」

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
先
述
し

た
苦
境
に
陥
っ
た
際
の
意
志
の
強

さ
に
も
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。

「
え
」
は
縁
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

縁
を
広
げ
た
い
な
ら
、
自
分
さ
え

良
け
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
を
持

た
な
い
こ
と
で
す
。
相
手
が
困
っ

て
い
た
ら
助
け
る
。
そ
う
い
う
日

頃
の
行
い
が
巡
り
巡
っ
て
自
分
に

も
還
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

「
お
」
は
、
大
き
な
夢
で
す
。
私

は
社
長
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
時
に
い
つ
も
「
夢
は
何
で
す
か
」

と
聞
き
ま
す
。
大
き
な
夢
を
持
っ

て
い
る
人
は
一
様
に
元
気
で
前
向

き
で
す
が
、
即
答
で
き
な
い
人
か

ら
は
今
一
つ
覇
気
や
魅
力
が
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
「
あ
い
う
え

お
」
に
加
え
、
私
が
取
材
を
通
じ

て
見
つ
け
た
元
気
な
会
社
の
共
通
点

（
番
外
編
）
と
し
て
「
ス
リ
ッ
パ
が

き
れ
い
に
並
べ
ら
れ
て
あ
る
」「
ト

イ
レ
が
き
れ
い
」
と
い
う
2
点
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
会
社
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
時
も
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
、
不
思
議
と
元
気
に

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
元
気
な
社
長
は
朝
起

き
る
の
が
早
い
し
、
夫
婦
仲
が
良

い
と
い
う
特
徴
も
持
っ
て
い
ま
す
。

私
の
知
る
社
長
さ
ん
の
中
で
、
夜

遅
く
ま
で
働
い
た
後
に
奥
さ
ん
か

ら
「
今
日
も
ご
苦
労
さ
ま
」
と
言

わ
れ
る
だ
け
で
、
一
日
の
疲
れ
が

吹
き
飛
ぶ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る

方
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
家
族

や
社
員
に
感
謝
す
る
心
を
忘
れ
な

い
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
ご
参
加
の
先
生
方
に
と

っ
て
こ
の
よ
う
な
事
柄
が
顧
問
先

の
会
社
や
経
営
者
の
方
た
ち
を
支

援
す
る
た
め
の
参
考
に
な
れ
ば
う

れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る

多
様
性
の
あ
り
か
た

多
様
性
と
い
う
観
点
か
ら
す
る

と
、
日
本
は
極
め
て
寛
容
な
国
と

言
え
ま
す
。
例
え
ば
他
国
で
は
民

族
や
宗
教
に
よ
る
対
立
が
起
き
て

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
特
定
の
人

や
宗
教
を
極
端
に
嫌
う
こ
と
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
日

本
の
特
性
は
共
創
社
会
を
構
築
す

る
上
で
非
常
に
良
い
基
盤
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

私
は
文
化
人
類
学
を
専
門
と
し
、

中
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー（
共
同

体
）
の
変
化
を
研
究
領
域
に
し
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
日
は
個

人
の
集
合
体
で
あ
る
社
会
が
変
化

す
る
中
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の

か
を
確
認
し
た
上
で
、
異
な
る
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
つ
者
が

「
同
化
し
な
い
で
居
場
所
を
確
保
し
、

共
に
社
会
を
形
成
す
る
」
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
に
つ
い
て
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

は
「
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
に

お
い
て
、
従
来
の
国
家
や
地
域
の

垣
根
を
越
え
、
地
球
規
模
で
資
本

や
情
報
の
や
り
取
り
が
な
さ
れ
る

こ
と
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
こ
の

中
で
重
要
な
の
は
「
物
事
の
価
値

が
一
つ
の
文
化
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
な
い
」
こ
と
で
、
お
互
い
の
歩

み
寄
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
近
年

に
な
っ
て
人
種
、
性
別
、
宗
教
、

性
的
嗜
好
、
社
会
・
経
済
的
背
景
、

民
族
・
個
人
間
の
違
い
な
ど
を
配

慮
す
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

（
多
様
性
）」
が
重
ん
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
表
れ

の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

少
数
者
擁
護
だ
け
で
な
く

多
数
者
の
意
識
改
革
が
必
要

多
様
性
を
重
ん
じ
る
上
で
私
が

提
言
し
て
い
る
の
が
、「
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー（
少
数
者
）
を
擁
護
す
る

だ
け
で
な
く
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー

（
多
数
者
）
の
意
識
改
革
が
必
要

だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
双
方
が

息
苦
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
居

心
地
の
良
い
社
会
に
し
て
い
く
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
こ
れ
が
複
数

の
伝
統
が
尊
重
さ
れ
る
多
文
化
主

義
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

多
文
化
主
義
の
観
点
か
ら
現
在

の
日
本
を
見
て
み
る
と
、
大
学
な

ど
の
教
育
施
設
や
企
業
な
ど
で
は

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
イ
ン
フ
ラ

は
あ
る
も
の
の
、
社
会
全
体
で
の

準
備
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
む
中
で
日
本
を
は
じ
め
と
す
る

各
国
・
地
域
の
固
有
の
文
化
は
ど

う
な
る
の
か
と
い
う
問
題
に
も
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
点
で
私
が
危
惧
し
て
い
る
の

が
「
世
界
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
化
」

で
す
。
つ
ま
り
、
大
衆
に
広
く
好

ま
れ
る
マ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
が
私
た

ち
を
一
方
的
に
支
配
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
は
、
固
有
の
文
化
が
尊
重
さ

れ
、
多
様
性
に
満
ち
た
社
会
を
作

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。
一
つ
は
異
文
化
と
触
れ

る
機
会
が
増
え
る
中
で
「
自
分
た

ち
の
文
化
を
正
し
く
伝
え
る
」
こ

と
で
す
。
私
た
ち
は
外
国
の
人
や

物
な
ど
を
認
識
す
る
際
に
、
自
分

の
知
識
や
既
存
の
先
入
観
に
頼
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
相
手
に
対
す
る
素
直
な
認
識
が

妨
げ
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
が

生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
齟
齬
を
生
み
出
さ
な

い
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
あ
ら
た

め
て
伝
統
と
文
化
の
違
い
を
意
識

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
る

オ
ラ
ン
ダ
の
学
者
の
説
に
沿
う

と
、「
文
化
は
歩
み
寄
り
に
よ
っ
て

新
し
く
作
ら
れ
る
」
が
、
伝
統
は

「
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
」

で
変
化
す
る
余
地
は
な
い
と
言
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
伝
統

を
保
ち
な
が
ら
新
た
な
文
化
を
生

み
出
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
べ

き
な
の
で
す
。

日
本
に
は
今
後
、
労
働
者
不
足

の
問
題
も
あ
り
、
さ
ら
に
多
く
の

外
国
人
が
入
国
し
て
き
ま
す
。
そ

の
際
に
社
会
が
好
ま
し
く
変
化
し

て
い
け
る
よ
う
、
私
も
精
一
杯
、

知
見
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

マリ共和国生まれ。 国費留学
生として北京語言大学、南京東
南大学で学ぶ。1990年、東京
で短期ホームステイを経験し、マ
リに共通するような下町の文化
に驚く。91年来日、99年京
都大学大学院工学研究科建築
学専攻博士課程修了。博士（工
学）。専門は空間人類学。「京都
の町家再生」「コミュニティ再生」
など社会と建築の関係性をさまざ
まな角度から調査研究している。
京都精華大学人文学部教員、
学部長を経て2018年4月同大
学学長に就任（～ 22年3月）を
経て現職。暮らしの身近な視点
から、多様な価値観を認め合う社
会のありかたを提唱している。

多様性を重んじる
日本における
共創社会の構築に向けて
文化人類学を専門とし、京都精華大学の学長などを歴
任したウスビ・サコ氏。第3分科会ではその卓越した知見
を基に、グローバル社会において多様性を維持し続ける
ための方策について語っていただきました。

ウスビ・サコ 氏

京都精華大学 前学長
人間環境デザインプログラム・教授
全学研究機構・機構長
アフリカ・アジア現代文化研究センター長

2025年日本国際博覧会協会 
副会長・理事・シニアアドバイザー

Oussouby SACKO

第 3 分 科 会
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レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
池
が
効
果
的
に
配
置
さ

れ
、
戦
略
性
が
豊
か
と
の
こ
と
。
参
加
者
の
皆

様
は
「
日
本
庭
園
と
コ
ー
ス
が
調
和
し
た
優
雅

な
絵
画
を
思
わ
せ
る
18
ホ
ー
ル
」
を
持
つ
関
西

屈
指
の
名
門
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
競
技
を
楽
し
み

ま
し
た
。

11
月
10
日
、
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
に
あ
る

「
ア
ー
ト
レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
に
て
、
総
勢

1
0
4
名
が
参
加
し
、
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
2
0
1
3
年
に
開
催
さ
れ
た

近
畿
オ
ー
プ
ン
決
勝
競
技
の
場
と
し
て
使
わ
れ
、

17
年
に
は
大
阪
女
子
オ
ー
プ
ン
開
催
の
場
と
し

て
、
21
年
に
は
関
西
学
生
（
女
子
学
生
）
選
手

権
決
勝
の
場
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
同
年
9

月
8
日
に
は
開
場
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
フ
ル
バ
ッ
ク
か
ら
7
0
0
0
ヤ

ー
ド
超
と
距
離
の
あ
る
丘
陵
コ
ー
ス
で
す
。
レ

イ
ア
ウ
ト
は
全
体
的
に
極
端
な
打
ち
上
げ
、
打

ち
下
ろ
し
の
無
い
な
だ
ら
か
さ
が
特
徴
で
す
。

た
だ
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
に
は
微
妙
な
ア
ン
ジ
ュ

今
回
の
記
念
旅
行
は
、
大
阪
府
を
経
由
し
な

が
ら
和
歌
山
県
と
兵
庫
県
を
中
心
に
3
日
間
か

け
て
巡
る
コ
ー
ス
で
し
た
。

初
日
は
、
和
歌
山
県
の
観
光
名
所
の
一
つ
、

高
野
山
を
訪
れ
、
大
門
、
金
剛
峯
寺
、
奥
之
院

な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
高
野
山
は
平
安
時
代
初

頭
に
弘
法
大
師
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
御
誕
生

1
2
5
0
年
に
あ
た
る
年
に
日
本
仏
教
の
聖
地

と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
歴
史
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

高
野
山
内
の
宿
坊
「
福
智
院
」
で
ご
昼
食
後
、

奥
之
院
を
散
策
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
ま
ず
西
国
観
音
霊
場
第
二
番
札

所
の
紀
三
井
寺
を
訪
問
。
次
に
深
山
砲
台
跡
を

見
学
し
、
砲
台
跡
す
ぐ
近
く
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト

で
は
友
ヶ
島
や
明
石
大
橋
な
ど
を
望
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
阪
府
堺
市
内
の
堺
の
人
々
の
歴
史

と
文
化
を
紹
介
す
る
博
物
館
「
さ
か
い
利
晶
の

杜
」
と
「
堺
伝
匠
館
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

最
終
日
は
『
日
本
書
紀
』
に
記
載
が
あ
る
中

で
は
全
国
で
最
も
古
い
神
社
の
伊い

ざ
な
ぎ

弉
諾
神
宮
へ
。

そ
の
後
、
明
治
8
年
創
業
の
酒
屋
「
千
年
一
酒

造
」
の
酒
蔵
と
北

ほ
く
だ
ん淡
震
災
記
念
公
園
に
立
ち
寄

り
、
淡
路
島
の
海
の
景
色
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト

ラ
ン
「
青
の
舎
」
で
お
昼
を
摂
り
ま
し
た
。
淡

路
島
で
の
観
光
を
楽
し
み
、
神
戸
市
内
の
舞
子

海
上
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
橋
の
科
学
館
を
巡
り
、

新
神
戸
駅
に
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

【個人成績】【単位会対抗戦】

順位 氏名 グロス HDCP ネット
1位 岡﨑 克郎（北陸会） 90 19.20 70.80
2位 森内 昭男（四国会） 101 28.80 72.20
3位 植田 良実（東北会） 89 16.80 72.20
4位 中畝 將博（中国会） 82 9.60 72.40
5位 矢ケ崎 清（関東信越会） 86 13.20 72.80
6位 飯塚 寿章（関東信越会） 92 19.20 72.80
7位 毛利 惠行（近畿会） 103 30.00 73.00
8位 岩上 春満（中部会） 89 15.60 73.40
9位 太田 一司（四国会） 95 21.60 73.40

10位 呉 幸哲（近畿会） 95 21.60 73.40

順位 単位会 チームスコア

1位 四国会 73.20
2位 近畿会 73.87
3位 北陸会 74.00
4位 中国会 74.13
5位 関東信越会 74.20
6位 中部会 74.87
7位 東京会 75.13
8位 九州会 77.20
9位 沖縄会 78.53

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者

104
名

記
念
旅
行

参
加
者
65
名

15

1

23

26

37

48

1：初日は弘法大師によって開かれた日本仏教の聖地とされる高野山を
散策されました　2：高野山内にある宿坊「福智院」で優雅な昼食を摂り
ました　3：その他、大門、金剛峯寺、奥之院なども巡りました　4：深山
砲台跡を見学しました　5：「さかい利晶の杜」と「堺伝匠館」を訪れ、大
阪・堺の歴史と文化に触れました　6：最終日は伊弉諾（いざなぎ）神社
の散策からスタート　7：参拝後は創業明治8年の酒屋「千年一酒造」の
酒蔵を見学しました　8：淡路島を思う存分巡り、北淡震災記念公園に
寄り、レストラン「青の舎」でお昼を摂りました

1：歴史ある「アートレイクゴル
フ倶楽部」にて懇親ゴルフ大会
が行われました　2：個人優勝
を果たした北陸会の岡﨑克郎先
生（右）　3：単位会優勝を果た
した四国会の先生方
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月
刊
税
理
士
事
務
所
　
　
　
　
　
　
二
〇
二
四
年
一
月
一
日
発
行（
毎
月
一
日
発
行
）第
五
百
九
号
　
発
行  

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
　
〒
一
六
〇
|

〇
〇
〇
四 

東
京
都
新
宿
区 

四
谷 

四
|

二
十
九
|

一
　
電
話
○
三
（
五
三
六
一
）
六
三
〇
九




